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アメリカにおける南北戦争前最大の小説家は，ハーマン
メルヴィルHermanMelvile（181991）であると筆者は
考えている。従って様々な面から彼の作品について論じて
きた。彼の最大傑作『白鯨』Moby-Dick,ortheWhale
（1851）については語り手の視点の揺らぎから，あるいは執
筆中に作者が書き直している部分があるという推定から論
じたことがある。『白鯨』につぐ問題作『ピエール』
Pierre;or,TheAmbiguities（1852）については，懐疑主
義と象徴主義の関係から考察したし，未定稿で残された遺
稿『ビリーバッド』BilyBudd,Sailor（ed.Raymond
Weaver,1924:改訂版BilyBudd,Sailor(AnInsideNarrative)
eds.HarrisonHayfordandMertonSealts,Jr.1962）に関
しては，彼の蔵書に残された書込みを調べて，執筆年代が
通説よりりうるという指摘をした。彼の文体の特異性に
焦点を当ててみたり，美術との関係を考察したりもした。
17世紀英国の文人トマスブラウンThomasBrowneと
政治思想家トマスホッブズThomasHobbes，この二人
に対比して考えたこともある。彼の作品における自然観を
取り上げたこともあった。
ずいぶんいろいろな方面からメルヴィルについて論じて
きたつもりだが，今になって政治との関わり合いという面
からも考える必要があるのではないかと思い始めた。こと
にあまり論じられることのない後期の小説 『イズラエル
ポッター』IsraelPotter:HisFiftyYearsofExile（1855），
問題作『ビリーバッド』を書いた時の彼の内面を推測す
る上では，政治の問題は避けて通ることができないのでは
ないだろうか。これから記すものは，その研究をこれから
行っていくための，大まかな見取り図それも見取り図の
前半に過ぎないものであることをお断りしておく。
文学と政治の関係などと言っても，高尚な話ではない。
アメリカでは，現在はさほどでもないと思うが，政権が交
代すると官職にいる者もそれにつれて異動する。例えばセ
イレムのしがない税関吏であった民主党員ナサニエルホ
ーソーンNathanielHawthorne（180464）は，1849年に
ホイッグ党（1854年に共和党と改称）のテイラーZachary
Taylorが大統領になると，職を追われ，その恨みつらみ
を『緋文字』TheScarletLetter（1850）の中で記す。そ
の後ボウドン大学時代からの親友フランクリンピアス
FranklinPierceが大統領選に民主党から出馬したときに
は，彼のために選挙キャンペイン用の伝記LifeofFranklin
Pierce（1852）を書く。ピアスは当選すると，多年の友情
に酬いるためにホーソーンをリヴァプールの領事に任命す
る。この二人の友情は終生続き，共和党のリンカーン
Abraham Lincolnが大統領（186165）になり，けっきょ
く南北戦争が始まってからも，ホーソーンは南北戦争に否
定的であった。1859年に奴隷解放論者のジョンブラウ
ンJohnBrownは奴隷たちに武装蜂起をさせようと企て
てハーパーズフェリーの連邦武器庫を襲撃し，捕らえら
れ死刑になった。多くの北部の知識人，例えばソロー
HenryDavidThoreau（181762）などが彼のことを頌え
たし，彼の殉難を主題にした ・JohnBrown・sBody・
「ジョンブラウンの遺体」の歌詞は「リパブリック賛歌」
・BattleHymnoftheRepublic・（我が国ではかつて「お玉じ
ゃくしは蛙の子」という滑稽な替え歌で知られていた）のメロディ
ーで歌われ，北部の軍歌になったという状況にもかかわら
ず，ホーソーンは匿名で雑誌に発表した首都訪問記「おも
に戦争のことについて」・ChieflyaboutWarMatters・
（1862）の中で，彼の精神は異常だと書いている。いかに
もホーソーンらしい韜癖を発揮して「こんな発言は自由
の発祥地マサチューセッツの人間の言うべきことではない。
恥ずべきことだ」という註をつけ，どちらが筆者の真意か
すぐには分からないように用心してはいるのだが。一方メ
ルヴィルは南北戦争についての詩集『戦争詩』Battle
PiecesandAspectsoftheWar（1866）の冒頭に ・The
Portent・「予兆」という短いが印象的な詩をおき，ブラ
ウンの行為の重要性を強調している。
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ThePortent.
（1859.）
Hangingfrom thebeam,
Slowlyswaying（suchthelaw）,
Gaunttheshadowonyourgreen,
Shenandoah!
Thecutisonthecrown
（Lo,JohnBrown）,
Andthestabsshalhealnomore.
Hiddeninthecap
Istheanguishnonecandraw;
Soyourfutureveilsitsface,
Shenandoah!
Butthestreamingbeardisshown
（WeirdJohnBrown）,
Themeteorofthewar.
予兆
（1859年）
梁から吊り下げられて
しずかにゆれ（それが掟というもの）
緑の沃野にせた不気味な影がのびる
シェナンドゥア！
脳天には切り傷
（見よ，ジョンブラウンを）
突かれた体の傷はもう癒えることはない。
処刑されるときの目隠しの下にかくされた
だれにも見えぬ苦悩
君の未来もそのように貌を隠す
シェナンドゥア！
しかしなびく髯は見える
（不気味なジョンブラウン）
戦争を予兆する流星のように
詩で ・your・と呼びかけられているのは，ヴァージニア
州の緑が美しく肥沃なシェナンドゥア峡谷。ここはまたブ
ラウンが処刑された地であった。そして「ブラウン」（褐
色）は戦争の惨禍でこの土地が一時荒廃することを暗示し
ている。さまざまな読みを暗示しながら，この詩集に収め
た他の詩とちがい，すべてイタリック体で記されたこの傑
作は，メルヴィルがいかに大きな衝撃をブラウンの事件か
ら受けたかを物語っているだろう。こうした政治的社会
的事件に対する姿勢も，作品を解読するためには考慮しな
ければいけないだろうということである。
話がいきなり南北戦争の時にとんでしまった。青年時代
のメルヴィルにもどろう。15歳も年長のホーソーンがボ
ストン，セイレムに生活の拠点をおいていたのに対して，
メルヴィルはニューヨーク市に生まれた。19歳の時にイ
ギリス行きの商船の水夫になったのを手始めに，21歳で
捕鯨船に乗ってからは3年あまり，いくつかの船で勤務し
たり，マルキーズ諸島，タヒチ，ハワイなどを放浪したり
した後に，再びニューヨークに住むことになる。ところが
マルキーズ諸島の一つヌクヒーヴァで食人種たちの間に暮
らしたわずか一ヶ月の体験を四ヶ月にふくらませ，虚実取
り混ぜて書いた処女作『タイピー』Typee:A Peepat
PolynesianLife（1846）がベストセラーになったために一
躍文壇の寵児となり， 続いて 『オムー』 Omoo:A
NarrativeofAdventuresintheSouthSea（1847），
『マーディ』Mardi:andaVoyageThither（1849），『レ
ッドバーン』Redburn:HisFirstVoyage（1849），『白ジ
ャケツ』White-Jacket:ortheWorldinaMan-of-War
（1850），そして最高傑作『白鯨』（1851），『ピエール』（1852）
と次々に長編小説を発表する。こうした彼の作家活動の前
半生52年には彼はまだ33歳であるを見ると，いかに
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A,B,C出典:StuartM.Frank.Herman
Melvile・sPictureGalery:SourcesandTypes
ofthe・Pictorial・ChaptersofMoby-Dick.
Edward.J.Lefkowicz.1986.
A:メルヴィルがヌクヒーヴァ島を脱出する
ときに乗り込んだオーストラリアの捕鯨船
ルーシーアン号のスケッチ
恵まれたスタートを切ったかが明らかであろう。当時のア
メリカは文化的に後進国だという意識から，外国作家の作
品は版権がなくとも自由に出版できる制度だった。となれ
ば売れるに決まっているイギリスの有名な作品が優先的に
出版されるのはとうぜんのなりゆきである。だからホーソ
ーンほどの大作家でさえも，若い頃は長編を出版する希望
がもてず，短編スケッチのたぐいだけを執筆していたた
めに，四編しか長編を残せなかったのである。もちろん今
日では研究者以外には読まれないマイナーな作家たちには，
ひたすら大衆の趣味に迎合して数多くの小説を出版できた
者もいるのではあるが。
それでは，破産した父が失意のうちに死亡したので，正
規の教育といえば13歳まで。19歳の時に短い習作「書き
物机からの断章」・Fragmentsfrom aWritingDesk・
を地方紙にペンネームで発表してはいるものの，以後作
品を書いたことのなかったメルヴィルが，帰国してから2
年足らずで長編小説を出版することができたのは，一体な
ぜだったのだろうか。それには二つの要因があったと考え
られる。一つはメルヴィルより四歳年長の兄ギャンスヴォ
ートGansevoortの尽力。もう一つは彼がやはり関係して
いるのだが，当時の政治状況とそれを反映した文壇の情況。
それはあまりにも錯綜しているので，時系列に沿ってきち
んと記述することはむずかしいが，将来『イズラエルポ
ッター』を論じるさいの土台造りとして，できるだけポイ
ントをおさえておこう。
ギャンスヴォートは，熱心な民主党員であり，ホイッグ
党のタイラー大統領（第10代，184145）JohnTylorに代
わって民主党のポーク（第11代，184549）JamesK.Polk
が大統領になった1845年に，駐在イギリス公使館の書記
としてロンドンに赴任した。その時に弟が書き上げていた
『タイピー』の原稿を携えていき，イギリスの一番大手の
出版社ジョンマレイとの出版契約をとりつけることに成
功する。ただし，イギリスではアーヴィングWashington
Irving（17831859）とクーパーJamesFenimoreCooper
（17891851）の名前くらいしか知られていない新興国アメ
リカの作家の悲しさ，小説としてではない。誰もまだ書い
たことのない未知の土地を紹介する旅行記叢書の一巻とし
てであった。しかし英国の大手が出版したと言うことが一
つの保証となり，アメリカでも出版界では注目を浴びてい
るワイリーアンドパトナムから，上梓されることにな
ったのである。しかし単にイギリスで出版されるからアメ
リカでも，と言い切ってしまうと話を単純化しすぎること
になる。
19世紀初頭のアメリカの社会情勢を概観してみよう。
独立戦争があり，さらに1812年には第二次対英戦争があ
った。とうぜんの結果としてナショナリズムが高揚した。
民主党の機関誌『デモクラティックレヴィユー』The
DemocraticReviewの主筆オゥサリヴァン JohnLouis
O・Sulivanが1840年代に言い出したとされているモット
ー ・ManifestDestiny・が流行語になる。念のために
『オックスフォード英語辞典』にあるこの成句の定義を下
に記しておく。
ThedoctrineoftheinevitabilityofAnglo-Saxon
supremacy.A phraseusedbythosewhobelieved
itwasthedestinyoftheUnitedStatesorofthe
Anglo-SaxonracetogoverntheentireWestern
Hemisphere.
「アングロサクソン民族の優越性は否定しがたいとい
う説。アメリカ合衆国ないしアングロサクソン民族が西
半球すべてを支配する運命にあると信じる者たちにより使
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B:ヌクヒーヴァ島のスケッチ
捕鯨船コロンビア号の航海日誌（1844）より。
水彩。4.1×12.9inches
用された言葉」そして初出例としてオゥサリヴァンが
1845年に同誌に書いた文章を引用している。
こうした政治的気運と連動するものとして，国民文学を
創成しようという運動が始まる。そして『デモクラティッ
クレヴィユー』自体も単なる民主党の機関誌であるだけ
でなく，愛国的な，あるいはアメリカ固有の主題を扱った
文学作品を積極的に載せる。オゥサリヴァンはホーソーン
の知人であったので，アメリカの歴史に材を取った彼の連
作「知事官邸の物語」・LegendsoftheProvinceHouse・
など23編を同誌に掲載している。そのオゥサリヴァンの
活躍と併行して，そして微妙な関係を保ちながら，「ヤン
グアメリカ」と呼ばれる文学運動が始まる。その中心に
いたのは，今日では忘れられているニューヨーク市在住の
文学者たち，エヴァートダイキンクEvertDuyckinck
（181678）とジョージダイキンク GeorgeDuyckinck
（182363） 兄弟，コーネリアスマシューズ Cornelius
Matthews（181789）などであった。彼らは，同じニュー
ヨークの作家でも，アーヴィングのような，外国を舞台に
した作品が多いホイッグ系の作家を好まず，と言って彼ら
自身は眼高手低の気味があり優れた作品を書くことはなか
なかむずかしかった。たまたまエヴァートはパトナム社の
出版に関して相談役をつとめていた。そして『タイピー』
の英国版のゲラを読み，これこそ新しい国民文学の一つだ
として，強く出版をすすめたのである。彼は同じ民主党員
としてメルヴィルの兄ギャンスヴォートと親しかったから
だが，しかしそれだけではない。『タイピー』には，じっ
さいにナショナリズムにつながる面があったからである。
作品の舞台であるマルキーズ諸島は1842年6月2日以来
フランスの植民地となっていた。そしてメルヴィルらの乗
り組んだ捕鯨船アクーシュネット号は，たまたま植民地と
なった直後にヌクヒーヴァを訪れたのである。フランス提
督によりイギリスの教会が国旗を撤去させられるという，
英米両国民の帝国主義的な愛国感情に訴えるタイムリーな
事件に作品の最初でふれているのだ。島を船から見たとき
の光景も次のように記してある。
Nodescriptioncandojusticetoitsbeauty;but
thatbeauty waslosttomethen,and Isaw
nothing but the tri-colored flag of France
trailingoverthesternofsixvessels,whoseblack
hulsandbristling broadsidesproclaimedtheir
warlikecharacter.Theretheywere,floatingin
thatlovelybay,thegreeneminencesoftheshore
looking down so tranquily upon them,asif
rebukingthesternnessoftheiraspect.Tomy
eyenothingcouldbemoreoutofkeepingthan
thepresenceofthesevessels;butwesoonlearnt
whatbroughtthem there.Thewholegroupof
islandshad justbeen taken possession ofby
RearAdmiralDuPetitThouars,inthenameof
theinvincibleFrenchnation.（I.12）
その風景の美しさをきちんと描くことは不可能なく
らいだ。しかしその美しさは，その時の僕の意識には
のぼらなかった。停泊している六隻の軍艦の船尾にた
なびくフランスの三色旗だけが目にはいった。黒い船
体と並んだ砲門とがいかにも好戦的な性格を表してい
た。艦はこの美しい湾に浮かんでいる。岸辺の緑の山々
が，艦隊の苛烈な様相を非難しているかのように静か
に見下ろしている。僕にはこれらの軍艦ほど場違いな
ものはないと思えたのだが，なぜここにいるのかは，
すぐに分かった。全群島が無敵の国フランスの名にお
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C:ヌクヒーヴァ島のスケッチ
捕鯨船サンビーム号の司厨トマスホワイトの日誌（1863）より。
鉛筆インク水彩使用。2.3×8.6inches.
いて，ドゥプティトワール海軍少将により領有を
宣言されたばかりだったのだ。
先にふれた ・ManifestDestiny・という機運を巧みに
とらえた描写であろう。その上，食人種の部落での体験，
オーストラリアの捕鯨船での脱出行など波乱に富んだ内容
のために，この作品はベストセラーになった。こうした彼
の創作の姿勢は続編『オムー』でも変わらない。ある意味
でジャーナリスティックな創作活動は民主党および「ヤン
グアメリカ」のメンバーから好感をもってむかえられた。
それだからこそE.ダイキンクは1850年8月頃に彼をホー
ソーンに紹介したのであった。その前後にメルヴィルは，
ホーソーン論「ホーソーンとその『苔』」・Hawthorneand
HisMosses・をダイキンクが編集者となった『リテラリ
ワールド』TheLiteraryWorld誌に寄稿する。ホーソー
ンが人間の心に潜む闇黒を追究していることを指摘し，そ
の価値を認めた恐らく最初の評論である。彼のことを，シ
ェイクスピアに比肩する大作家だとさえ頌えているのだが，
その裏には，先に指摘した国民文学待望論があることは言
うまでもない。ホーソーンはこの評論に感激し，二人の大
作家の稔り豊かな交友関係が始まる。
ここまで書いてきて，時系列的に言えば，いくつか重要
な事実を書き落としていることに気づいた。
まず第一に，先にもオゥサリヴァンらと「微妙な関係を
保ちながら」と記したように，『リテラリワールド』は，
実はオゥサリヴァン等の扇動するショーヴィニズムに不安
を感じ始めたダイキンクらのグル－プによって1847年に
創刊された修正路線のものだったということ。ことに南部
ヴァージニアの大農園主であるタイラー大統領 John
Tyler（ホイッグ）により1844年に奴隷を使用しているテ
キサスの併合を決定されたことが，北部の良識派にとって
危機感を強めた。奴隷州の数と非奴隷州の数とのデリケー
トなバランスが常に人々の念頭にあった時期なのだから。
第二に，テキサス併合に続いて，今度は民主党のポーク
大統領が ・ManifestDestiny・を実践しようとしてはじ
めたメキシコへの侵略戦争（184648）がらみのことがある。
この時の陸軍総司令官はテイラーであったが，彼は皮肉に
も来るべき大統領選にはホイッグ党から立候補することが
確実視されていた。（そして事実立候補して当選した）。メルヴ
ィルは，彼の戦場における「日常生活」を，一見褒めてい
るように見えるが実はきわめて皮肉をきかせて描写したス
ケッチ「ザック老人についての正真正銘の逸話」・Authentic
Anecdotesof・OldZach・（1847）を，マシューズが編集
長だった『ヤンキードゥードゥル』YankeeDoodle誌
に7回にわたって寄稿し，大いに民主党のために働いた。
下に掲げたカリカチュアの画家は不明。来るべき選挙戦を
見据えて質素倹約を売りとしているテイラーが自分で裁縫
までしている（・tailor・をかけた洒落）と揶揄したメルヴィ
ルの文章につけられたものである。
第三に，『ヤンキードゥードゥル』への寄稿にもかか
わらず，メルヴィルは自分のジャーナリスティックな姿勢
を反省し，その後文学上の冒険に挑むつもりで書いた第三
長編『マーディ』では，政治問題に対するスタンスに修正
を加え始めているということ。この第三の点は具体的な説
明が必要であろう。
この小説の発端，長い捕鯨航海に飽きた主人公が，友人
の老水夫とともに船を脱走するという部分は，処女作を思
い出させるが，やがて彼らは架空のマーディ群島に迷い込
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D:画家不明のカリカチュア
D出典:YankeeDoodle.II.No.43（July31,1847）
TheWritingsofHermanMelvile.IX.216.
んでしまう。そしてその中の一つの島の王，家臣の哲学者，
宮廷詩人，歴史家などとともにスイフトJonathanSwift
の『ガリヴァー旅行記』Guliver・sTravels（1726）さな
がらの不思議な群島巡りを始める。小説全体の三分の二は，
時局問題例えばアラスカのゴールドラッシュや，進化
論，ローマ法王などさまざまなトピックをかなり脈絡もな
く扱っているので，先行した二つの冒険譚に比べるとひど
く評判の悪い失敗作になってしまった。その中で，145章
からの数章は国内政治の問題にふれている。ヴィヴェンザ
国のアランノという政治家が，イギリスを連想させる帝国
主義の国ドミノラの国王ベッロがこの国を侵略しようとし
ているとさかんに民衆を扇動している場面は，民主党の上
院議員で，イギリスと戦う準備が必要であると強硬に主張
していたウィリアムアレンWiliam Alenへの風刺で
あることが一読して明らかである。また南部に行くとハモ
と呼ばれる奴隷たちが酷使されている。
Itwasagreatplain wherewelanded;and
there,underburningsun,hundredsofcolared
menweretoilingintrenches,filedwiththetaro
plant;a root most flourishing in that soil.
Standing grimly overthese,weremen unlike
them;armedwithlongthongs,whichdescended
uponthetoilers,andmadewounds.Bloodand
sweatmixed;andingreatdrops,fel.（III.5312）
僕たちが上陸したところは，大平原だった。そこで
は焼けつくような太陽の下，首かせをされた何百人も
の人間が，タロ芋がいっぱい植わった溝の中で働いて
いた。この土地ではとてもよく生育する植物なのだ。
溝の上に険しい顔をして立っているのは違った様子の
連中で長い革ひもをもち，労働者に打ち下ろし，傷つ
けていた。血と汗とがまざり，大粒の滴となって地に
落ちていた。
言うまでもなくハモとは，黒人がハム族と呼ばれているこ
とからここで使われた名称である。そして南部では以下に
引用する「創世記」9章2025節を奴隷制度の根拠とし，
牧師も説教にしばしば引用していた。
箱舟から出たノアの息子は，セム，ハム，ヤフェトであ
った。ハムはカナンの父である。この三人がノアの息子で，
全世界の人々は彼らから出て広がったのである。さて，ノ
アは農夫となり，ぶどう畑を作った。あるとき，ノアはぶ
どう酒を飲んで酔い，天幕の中で裸になっていた。カナン
の父ハムは，自分の父の裸を見て，外にいた二人の兄弟に
告げた。セムとヤフェトは着物を取って自分たちの肩に掛
け，後ろ向きに歩いて行き，父の裸を覆った。二人は顔を
背けたままで，父の裸を見なかった。ノアは酔いからさめ
ると，末の息子がしたことを知り，こう言った。「カナン
は呪われよ 奴隷の奴隷となり，兄たちに仕えよ。」
小説の中で奴隷の悲惨な情況を描写したものとしては，
ごく初期のものであろう。そしてメルヴィルがこれを書い
たときには，民主党への忠誠を疑われても仕方がないとい
う覚悟を要したに違いない。じっさいピアスが大統領にな
ったときには，メルヴィルもホノルルあたりの領事になる
ことを希望し，ホーソーンも運動してくれた。さらにペリ
ー提督が日本に派遣されたおりには，ホーソーンが艦隊の
記録者としてメルヴィルをペリーに推薦したのだが，受け
入れられなかったのだ。こうした結果を生むにいたった，
メルヴィルの政治的な姿勢の変化を考慮しなければ，『白
鯨』以後の作品の理解も十分に行き届いたものにはならな
いと思われる。
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